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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示装置であって、
　表示画素のディジタルデータの階調値を表すデータ要素の値を決める比較器と、
　プリチャージ制御部とを含み、
　　該プリチャージ制御部は、前記データ要素の値がしきい値以上の第１の値である場合
には、予め設定されている外部電圧のプリチャージ電圧でデータラインをプリチャージさ
せた後、データ電圧をそのデータラインに供給するプリチャージ方式により決定されたプ
リチャージ電圧で液晶表示パネルのデータラインをプリチャージし、
　　該プリチャージ制御部は、前記データ要素の値がしきい値以下の第２の値であり、前
記第２の値が前記第１のデータ値より低い場合には、隣り合うデータラインを接続させ、
そのデータラインの間のチャージシェアにより発生するチャージシェア電圧でデータライ
ンをプリチャージした後、それらのデータラインを分離した状態でデータ電圧を各データ
ラインに供給するチャージシェア方式のより決定され、前記プリチャージ電圧よりも低い
絶対電圧値を有するチャージシェア電圧で前記データラインをプリチャージし、
　前記プリチャージ制御部は、
　　ソース出力イネイブル信号及び前記データ要素の値の極性を制御する極性制御信号と
、
　　前記比較器の出力と前記極性制御信号の出力によってソース出力イネイブル信号を多
数の出力端子のうち何れか一つに出力するデマルチプレクサと、
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　　前記データ要素の値が第２の値である場合、前記デマルチプレクサの出力によって前
記チャージシェア電圧を前記データラインに供給するための第１トランジスタと、
　　前記データ要素の値が第１の値である場合、前記デマルチプレクサの出力によって正
極性プリチャージ電圧を前記データラインに供給するための第２のトランジスタと、
　　前記データ値が第１の値である場合、前記デマルチプレクサの出力によって負極性プ
リチャージ電圧を前記データラインに供給するための第３のトランジスタと、
　を含むことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記比較器及び前記プリチャージ制御部は、前記データラインを駆動するための集積回
路の一部であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記比較器は、前記データ値のビットのうち何れか一つを前記デマルチプレクサに供給
する信号配線を備えることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記比較器は、前記データ値の上位ビットを論理和演算する少なくとも一つ以上のゲー
ト素子を備えることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記比較器は、
　前記データ値の２5加重値の第１上位ビットと２6加重値の第２上位ビットとを論理和演
算するＯＲゲートと、
　前記ＯＲゲートの出力と前記データ値の２7加重値の第３上位ビットとを論理積演算す
るＡＮＤゲートと、
　を備えることを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記比較器は、前記データ値の２6加重値の第１上位ビットと２7加重値の第２上位ビッ
トとを論理積演算するＡＮＤゲートと、を備えることを特徴とする請求項４に記載の液晶
表示装置。
【請求項７】
　前記比較器は、前記データ値の２5加重値の第１上位ビットと２6加重値の第２上位ビッ
トを論理和演算する第１のＡＮＤゲートと、前記第１のＡＮＤゲートの出力と前記データ
値の２7加重値の第３上位ビットとを論理積演算する第２のＡＮＤゲートと、を備えるこ
とを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１データ値は、１２７階調以上の高いデータ電圧値、１６０階調以上の高いデー
タ電圧値、１９１階調以上の高いデータ電圧値、及び２２４階調以上の高いデータ電圧値
のうち何れか一つであり、前記対応する第２データ値は、前記１２７階調未満の低いデー
タ電圧値、前記１６０階調未満の低いデータ電圧値、前記１９１階調未満の低いデータ電
圧値、及び前記２２４階調未満の低いデータ電圧値のうち何れか一つであることを特徴と
する請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記チャージシェア電圧は、少なくとも２つ以上のチャージシェア電圧を含み、前記チ
ャージシェア電圧は、前記プリチャージ電圧より絶対値が低い電圧範囲内で互いに異なっ
ていることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　液晶表示装置用データ駆動部を動作させる方法であって、
　表示画素のディジタルデータの階調値を表すデータ要素の値を決める段階と、
　正極性電圧を示す値及び負極性電圧を示す値を有する極性信号の値を決める段階と、
　前記データ要素の値がしきい値以上であり、前記極性信号の値が正極性電圧を示す場合
に、予め設定されている外部電圧のプリチャージ電圧でデータラインをプリチャージさせ
た後データ電圧をそのデータラインに供給するプリチャージ方式により決定された正極性
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プリチャージ電圧をデータラインに印加する段階と、
　前記データ要素の値がしきい値以下である場合に、隣り合うデータラインを接続させ、
そのデータラインの間のチャージシェアにより発生するチャージシェア電圧でデータライ
ンをプリチャージした後、それらのデータラインを分離した状態でデータ電圧を各データ
ラインに供給するチャージシェア方式により決定され、該正極性プリチャージ電圧よりも
絶対値が低いチャージシェア電圧をデータラインに印加する段階と、
　前記データ要素の値がしきい値以上であり、前記極性信号の値が負極性電圧を示す場合
に、予め設定されている外部電圧のプリチャージ電圧でデータラインをプリチャージさせ
た後データ電圧をそのデータラインに供給するプリチャージ方式により決定された負極性
プリチャージ電圧をデータラインに印加する段階とを含むことを特徴とする液晶表示装置
用データ駆動部の動作方法。
【請求項１１】
　表示画素のディジタルデータの階調値を表すデータの電圧を判断する段階と、
　前記データの電圧がしきい値以上の第１電圧である場合に、予め設定されている外部電
圧のプリチャージ電圧でデータラインをプリチャージさせた後データ電圧をそのデータラ
インに供給するプリチャージ方式により決定されたプリチャージ電圧で液晶表示パネルの
データラインをプリチャージする段階と、
　前記データの電圧が前記第１電圧より低く、しきい値以下の第２電圧である場合に、隣
り合うデータラインを接続させ、そのデータラインの間のチャージシェアにより発生する
チャージシェア電圧でデータラインをプリチャージした後、それらのデータラインを分離
した状態でデータ電圧を各データラインに供給するチャージシェア方式により決定され、
前記プリチャージ電圧より絶対値が低いチャージシェア電圧で前記データラインをプリチ
ャージする段階と、
　を含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記第１電圧は、１２７階調以上の高いデータ電圧、１６０階調以上の高いデータ電圧
、１９１階調以上の高いデータ電圧、２２４階調以上の高いデータ電圧のうち何れか一つ
であり、前記対応する第２電圧は、前記１２７階調未満の低いデータ電圧、前記１６０階
調未満の低いデータ電圧、前記１９１階調未満の低いデータ電圧、前記２２４階調未満の
低いデータ電圧のうち何れか一つであることを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装
置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記チャージシェア電圧は、少なくとも２つ以上のチャージシェア電圧を含み、前記チ
ャージシェア電圧は、前記プリチャージ電圧より絶対値が低い電圧範囲内で互いに異なっ
ていることを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係り、特に、データ集積回路の動作温度を下げ、消費電力を
減らすようにした液晶表示装置とその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置(ＬＣＤ)は、ビデオ信号によって液晶セルの光透過率を調節することで画
像を表示する。
【０００３】
　アクティブマトリックス型の液晶表示装置は、スイッチング素子の能動的な制御が可能
であるため動画具現に有利である。アクティブマトリックス型の液晶表示素子に使用され
るスイッチング素子には、薄膜トランジスタ(以下、「ＴＦＴ」という。)が用いられてい
る。
【０００４】
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　図１に示しているように、このような液晶表示装置は、多数のデータライン５と多数の
ゲートライン６とが交差し、その交差部に液晶セルを駆動させるためのＴＦＴが形成され
た液晶表示パネル２と、データライン５にデータを供給するためのデータ駆動部３と、ゲ
ートライン６にスキャンパルスを供給するためのゲート駆動部４と、データ駆動部３とゲ
ート駆動部４とを制御するためのタイミングコントローラ１とを備える。
【０００５】
　液晶表示パネル２は、２枚のガラス基板の間に液晶が注入され、その下部ガラス基板上
にデータライン５とゲートライン６とが直交し、構成されている。データライン５とゲー
トライン６との交差部に形成されたＴＦＴは、ゲートライン６からのスキャンパルスに応
じて、データライン５からのデータ信号を液晶セルに供給する。ＴＦＴのゲート電極は、
ゲートライン６に接続され、ソース電極は、データライン５に接続される。ＴＦＴのドレ
ーン電極は、液晶セル(Ｃｌｃ)の画素電極に接続される。また、液晶表示パネル２の下部
ガラス基板上には、液晶セルの電圧を保持させるためのストレージキャパシタ(Ｃｓｔ)が
形成される。
【０００６】
　タイミングコントローラ１は、赤－緑－青(ＲＧＢ)のデータフォーマットであるデジタ
ルビデオ信号、水平同期信号(Ｈ)、垂直同期信号(Ｖ)及びクロック信号(ＣＬＫ)を入力さ
れ、ゲート駆動部４を制御するためのゲート制御信号(ＧＤＣ)を生成する共に、データ駆
動部３を制御するためのデータ制御信号(ＤＤＣ)を生成する。また、タイミングコントロ
ーラ１は、システムからのＲＧＢデータをデータ駆動部３に供給する。データ制御信号(
ＤＤＣ)は、ソースシフトクロック(ＳＳＣ)、ソーススタートパルス(ＳＳＰ)、極性制御
信号(ＰＯＬ)及びソース出力イネイブル信号(ＳＯＥ)を含み、データ駆動部３に供給され
る。ゲート制御信号(ＧＤＣ)は、ゲートスタートパルス(ＧＳＰ)、ゲートシフトクロック
(ＧＳＣ)及びゲート出力イネイブル信号(ＧＯＥ)を含み、ゲート駆動部４に供給される。
【０００７】
　ゲート駆動部４は、タイミングコントローラ１からのゲート制御信号(ＧＤＣ)に応じて
、スキャンパルスを順に生成するシフトレジスタ、スキャンパルスのスイング幅を液晶セ
ル(Ｃｌｃ)の駆動に適したレベルでシフトさせるためのレベルシフター、出力バッファー
などで構成される。このゲート駆動部４は、スキャンパルスをゲートライン６に供給する
ことにより、そのゲートライン６に接続されたＴＦＴをターンオン(Ｔｕｒｎ-ｏｎ)させ
、データの画素電圧、例えば、アナログガンマ補償電圧を供給する一水平ラインの液晶セ
ル(Ｃｌｃ)を選択する。データ駆動部３により生成されたデータ信号は、スキャンパルス
により選択された水平ラインの液晶セル(Ｃｌｃ)に供給される。
【０００８】
　データ駆動部３は、タイミングコントローラ１から供給されるデータ駆動制御信号(Ｄ
ＤＣ)に応じて、データ信号をデータライン５に供給する。このデータ駆動部３は、タイ
ミングコントローラ１からのデジタルデータ(ＲＧＢ)をサンプリングし、そのデータをラ
ッチした後、アナログガンマ電圧に変換する。このデータ駆動部３は、図２のような構成
を有する多数のデータ集積回路(以下、「データＩＣ」という。)３ａで具現される。
【０００９】
　それぞれのデータＩＣ３ａは、図２のように、タイミングコントローラ１からデジタル
データ(ＲＧＢ)を入力されるデータレジスタ２１と、サンプリングクロックを生成するた
めのシフトレジスタ２２と、シフトレジスタ２２とｋ個のデータライン(ＤＬ１乃至ＤＬ
ｋ)との間に接続された第１ラッチ２３、第２ラッチ２４、デジタル／アナログ変換器(Ｄ
ＡＣ)２５及び出力回路２６と、ガンマ基準電圧発生部４とＤＡＣ２５と間に接続された
ガンマ電圧供給部２７とを備える。
【００１０】
　データレジスタ２１は、タイミングコントローラ１からのデジタルデータ(ＲＧＢ)を第
１のラッチ２３に供給する。シフトレジスタ２２は、タイミングコントローラ１からのソ
ーススタートパルス(ＳＳＰ)をソースサンプリングクロック信号(ＳＳＣ)によってシフト
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させ、サンプリング信号を生成する。また、シフトレジスタ２２は、ソーススタートパル
ス(ＳＳＰ)をシフトさせ、次の段のシフトレジスタ２２にキャリー信号(ＣＡＲ)を伝達す
る。第１のラッチ２３は、シフトレジスタ２２から順次入力されるサンプリング信号に応
じて、データレジスタ２１からのデジタルデータ(ＲＧＢ)を順次サンプリングする。第２
のラッチ２４は、第１のラッチ２３から入力されるデータをラッチした後、ラッチしたデ
ータをタイミングコントローラ１からのソース出力イネイブル信号(ＳＯＥ)に応じて、同
時に出力する。ＤＡＣ２５は、第２のラッチ２４からのデータをガンマ電圧供給部２７か
らの基準電圧を用いて、ガンマ電圧(ＤＧＨ及びＤＧＬ)に変換する。ガンマ電圧(ＤＧＨ
及びＤＧＬ)は、デジタル入力データの階調値に対応するアナログ電圧である。出力回路
２６は、データラインそれぞれに接続された出力バッファーを含む。ガンマ電圧供給部２
７は、ガンマ電圧(ＤＧＨ及びＤＧＬ)を細分化し、各階調に対応するガンマ電圧をＤＡＣ
２５に供給する。
【００１１】
　このようなデータＩＣ３ａは、液晶表示装置が大型化、高精細化するほど駆動周波数及
び発熱量が多くなる。データＩＣ３ａにより発生された熱によって、データＩＣ３ａの信
頼性は落ちることとなる。データＩＣ３ａの発熱を起こす主要原因は、図３に示されてい
る出力バッファー２６ａである。この出力バッファー２６ａの内部抵抗成分を通じて流れ
る電流(Ｉｓｏｕｒｃｅ及びＩｓｉｎｋ)による電力消耗により、データＩＣ３ａが発熱す
るのである。
【００１２】
　液晶セルの充電特性を改善し電力の消費を減らすために、隣り合うデータラインを接続
させ、そのデータラインの間のチャージシェアにより発生するチャージシェア電圧でデー
タラインをプリチャージした後、データラインを分離した状態でデータ電圧を各データラ
インに供給するチャージシェア方式や、予め設定されている外部電圧のプリチャージ電圧
でデータラインをプリチャージさせた後、データ電圧をそのデータラインに供給するプリ
チャージ方式などによりデータＩＣ３ａを具現している。
【００１３】
　ところが、チャージシェア方式は、図４に示しているように、チャージシェア電圧(Ｖ
ｓｈａｒｅ)をデータ電圧へ変換する出力バッファー駆動区間で、出力バッファー２６ａ
に電流が流れ、発熱と電力の消費が大きくなる。また、プリチャージ方式は、図５に示し
ているように、データ電圧が高い時、例えば、ノーマリブラックモードの液晶表示装置に
おいてホワイト電圧である時、予め比較的に高い外部電圧として供給されるプリチャージ
電圧(＋Ｖｐｒｅまたは－Ｖｐｒｅ)によって、出力バッファー２６ａの駆動領域の電圧が
減ってデータＩＣ３ａの温度を下げることはできるものの、平均以下のデータ電圧に対し
て、外部から供給される高いプリチャージ電圧(＋Ｖｐｒｅまたは－Ｖｐｒｅ)によって、
低いデータ電圧のプリチャージ駆動領域５１、５２で、データＩＣ３ａの温度が上昇し、
電力消費が急増する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　従って、本発明の目的は、データ集積回路の動作温度を下げ、電力の消費を減らすよう
にした液晶表示装置とその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　前記目的を達成するために、本発明による液晶表示装置は、しきい値に関して、データ
要素の値を決めるように構成された比較器と、第１の供給電圧と、第２の供給電圧とを含
む。前記第１の供給電圧は、前記データ要素の値がしきい値よりも大きいと、データライ
ンと接続され、前記第２の供給電圧は、前記データ要素の値がしきい値以下であれば、デ
ータラインと接続される。一態様で、第３の供給電圧は、前記極性選択電圧が極性状態お
よび負極製状態から選択された正負極性状態を示すと、前記第１の供給電圧の代りに前記
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データラインと接続される。前記第３の供給電圧は、前記第１及び第２の供給電圧未満で
ある。
【００１６】
　一態様で、データ値を決める比較器と、前記データ値が第１の値であれば、プリチャー
ジ電圧で液晶表示パネルのデータラインをプリチャージする反面、前記データ値が第２の
値であり、前記第２のデータ値が前記第１のデータ値より低いと、前記プリチャージ電圧
よりも低い絶対電圧値を有するチャージシェア電圧で前記データラインをプリチャージす
るプリチャージ制御部と、を含む。
【００１７】
　前記比較器及びプリチャージ制御部は、前記データラインを駆動するための集積回路に
内蔵されることもできる。
【００１８】
　前記プリチャージ制御部は、ソース出力イネイブル信号及びデータ値の極性を制御する
極性制御信号と、前記比較器の出力と前記極性制御信号の出力によってソース出力イネイ
ブル信号を多数の出力端子のうち何れか一つに出力するデマルチプレクサーと、前記デー
タ値が第１の値であれば、前記デマルチプレクサーの出力によって前記チャージシェア電
圧を前記データラインに供給するための第１のトランジスタと、前記データ値が第１の値
であれば、前記デマルチプレクサーの出力によって正極性プリチャージ電圧を前記データ
ラインに供給するための第２のトランジスタと、前記データ値が第１の値であれば、前記
デマルチプレクサーの出力によって前記負極性プリチャージ電圧を前記データラインに供
給するための第３のトランジスタと、を含む。
【００１９】
　前記チャージシェア電圧は、少なくとも２つ以上のチャージシェア電圧を含むことがで
き、前記チャージシェア電圧は、前記プリチャージ電圧より絶対値が低い電圧範囲内で互
いに異なっている。
【００２０】
　駆動部の動作の方法において、前記方法は、しきい値に関して、データ要素の値を決め
る段階と、正極性電圧を示す値及び負極性電圧を示す値を有する極性信号の値を決める段
階と、前記データ要素の値がしきい値以上であり、前記極性信号の値が正極性電圧を示す
と、第１の電圧をデータラインに印加する段階と、前記データ要素の値がしきい値以下で
あれば、第２の電圧をデータラインに印加する段階と、前記データ要素の値がしきい値以
上であり、前記極性信号の値が負極性電圧を示すと、第３の電圧をデータラインに印加す
る段階を含む。
【００２１】
　一態様で、液晶表示装置の駆動方法は、データ値を判定する段階と、前記データ値が第
１の値であれば、プリチャージ電圧で液晶表示パネルのデータラインをプリチャージする
段階と、前記データ値が前記第１の値より低い第２の値であれば、前記プリチャージ電圧
より絶対値が低いチャージシェア電圧で前記データラインをプリチャージする段階と、を
含む。
【００２２】
　前記駆動方法において、前記チャージシェア電圧は、少なくとも２つ以上のチャージシ
ェア電圧を含むことができ、前記チャージシェア電圧は、前記プリチャージ電圧より絶対
値が低い電圧範囲内で互いに異なっている。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明による液晶表示装置とその駆動方法は、データによってプリチャージ電圧とチャ
ージシェア電圧を選択的に使用し、データ集積回路の発熱温度を下げ、電力消費を減らす
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
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　本発明の他の目的及び利点は、添付した図面を参照した本発明の好ましい実施形態につ
いての説明により明白になるだろう。
【００２５】
　以下、図６乃至図１２を参照し、本発明の好ましい実施形態について説明する。
【００２６】
　図６を参照すると、本発明の実施形態における液晶表示装置のデータＩＣは、データレ
ジスタ６１と、ラッチ６２と、比較器６３と、デジタル－アナログ変換器(ＤＡＣ)６４と
、出力バッファー６５と、デマルチプレクサー(ＤＭＵＸ)６６とを備える。
【００２７】
　データレジスタ６１は、タイミングコントローラからのデジタルデータをラッチ６２に
供給する。ラッチ６２は、シフトレジスタから順次入力されるサンプリング信号に応じて
、データレジスタ６１からのデジタルデータを順次サンプリングしてラッチした後、同時
に出力し、直列データを並列データに変換する。ＤＡＣ６４は、ラッチ６２からのデータ
をアナログガンマ電圧に変換する。出力バッファー６５は、ＤＡＣ６４からのアナログ電
圧をｐ型トランジスタ(ｐＴ)のドレーン端子に供給する。ｐ型トランジスタ(ｐＴ)は、ソ
ース出力イネイブル信号(ＳＯＥ)のロー論理区間の間、ターンオンされ、出力バッファー
６５からのアナログデータ電圧を液晶表示パネルのデータラインに出力する。
【００２８】
　比較器６３は、ラッチ６２からのデータを入力されてデジタルデータの階調値を決め、
そのデジタルデータの値によってＤＭＵＸ６６を制御する。この比較器６３は、データ値
が高い時、例えば、ホワイト階調電圧またはホワイト階調電圧に近い電圧である時、ハイ
論理値の出力信号を生成するが、データ値が相対的に低い時、例えば、ブラック階調電圧
またはブラック階調電圧に近い電圧である時、ロー論理値の出力信号を生成する。
【００２９】
　例としては、データ値が相対的に高い区間は、デジタルデータが８ビットを含んで表現
可能な階調数が２５６個であると仮定する時、１２７階調以上の階調値、１６０階調以上
の階調値、１９１階調以上の階調値または２２４階調以上の階調値のうち何れか一つであ
る。データ値が相対的に低い時間の区間は、１２７階調未満の階調値、１６０階調未満の
階調値、１９１階調未満の階調値または２２４階調未満の階調値である。比較器６３は、
所望の階調値によって、上位ビット数及び回路構成が異なる。
【００３０】
　ＤＭＵＸ６６は、図７に示しているように、比較器６３の出力信号と極性制御信号(Ｐ
ＯＬ)によって、ソース出力イネイブル信号(ＳＯＥ)を多数の出力端子(Ｍ０乃至Ｍ３)の
うち何れか一つに出力する。ＤＭＵＸ６６の第１及び第２の出力端子(Ｍ０及びＭ１)には
、ＯＲゲートが接続されている。そのＯＲゲートの出力端は、第１ｎ型のトランジスタ(
ｎＴ１)のゲート端子に供給される。ＤＭＵＸ６６は、例えば、図７の真理表によって構
成され、比較器６３の出力信号がロー論理値である時、ハイ論理レベルのソース出力イネ
イブル信号(ＳＯＥ)を、ＯＲゲートを経て、第１ｎ型のトランジスタ(ｎＴ１)のゲート端
子に供給する。これは、極性制御信号(ＰＯＬ)の論理値に関係なく、データ電圧がロー絶
対電圧値である時生成し、プリチャージ電圧(Ｖ－ＰＯＳまたはＶ－ＮＥＧ)より絶対値が
低いチャージシェア電圧(Ｖｓｈａｒｅ)を液晶表示パネルのデータラインに供給する。Ｄ
ＭＵＸ６６は、比較器６３の出力信号の電圧がハイ論理電圧であり、極性制御信号(ＰＯ
Ｌ)の電圧がロー論理電圧である時、ハイ論理電圧のソース出力イネイブル信号(ＳＯＥ)
を第２ｎ型のトランジスター(ｎＴ２)のゲート端子に供給する。これは、データ電圧が相
対的に高電圧であり、その極性が正極性である時生成し、正極性プリチャージ電圧(Ｖ-Ｐ
ＯＳ)を液晶表示パネルのデータラインに供給する。また、ＤＭＵＸ６６は、比較器６３
の出力信号の電圧がハイ論理電圧であり、極性制御信号(ＰＯＬ)の電圧がハイ論理電圧で
ある時、ハイ論理電圧のソース出力イネイブル信号(ＳＯＥ)を第３ｎ型のトランジスタ(
ｎＴ３)のゲート端子に供給する。これは、データ電圧が相対的に高電圧であり、その極
性が負極性である時生成し、負極性プリチャージ電圧(Ｖ-ＮＥＧ)を液晶表示パネルのデ
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ータラインに供給する。このようなＤＭＵＸ６６、トランジスタ(ｐＴ、ｎＴ１、ｎＴ２
、ｎＴ３)及び制御／駆動電圧(ＰＯＬ、ＳＯＥ、Ｖ-Ｓｈａｒｅ、Ｖ-ＰＯＳ、Ｖ-ＮＥＧ)
は、データラインのプリチャージを制御するプリチャージ制御部の役割を果たす。
【００３１】
　チャージシェア電圧(Ｖ-Ｓｈａｒｅ)は、データＩＣの外部に配置された電源回路から
別に生成させることもでき、データＩＣ内でデータラインのチャージシェアリングによっ
て生成させることもできる。このようなチャージシェア電圧(Ｖ-Ｓｈａｒｅ)は、正極性
プリチャージ電圧(Ｖ－ＰＯＳ)より低く、負極性プリチャージ電圧(Ｖ－ＮＥＧ)より高い
電圧の範囲内で、２つ以上の電圧に分けることができる。
【００３２】
　本発明の第１実施形態における比較器６３は、図８に示しているように、階調が１２７
以上であれば、ハイ論理であり、階調が１２７未満であれば、ロー論理である２７加重値
のＤ７ビットをＤＭＵＸ６６のＳ１の入力端子に入力する。従って、この実施形態の比較
器６３は、Ｄ７ビットを供給するための配線のみで具現される。本実施形態におけるデー
タＩＣは、データ電圧が１２７以上の階調である時、高いプリチャージ電圧(Ｖ－ＰＯＳ
またはＶ－ＮＥＧ)でデータラインを充電させ、データ電圧が１２７未満の階調である時
、低いチャージシェア電圧(Ｖ－Ｓｈａｒｅ)でデータラインを充電させることで、データ
ＩＣの負荷を減らすこととなる。
【００３３】
　本発明の第２実施形態における比較器６３は、図９に示しているように、２６加重値の
Ｄ６ビットと２５加重値のＤ５ビットとの論理和演算するＯＲゲートと、そのＯＲゲート
の出力と２７加重値のＤ７ビットを論理積演算するＡＮＤゲートで構成される。比較器６
３のＡＮＤゲート出力は、階調が１６０以上のところでは、ハイ論理であり、階調が１６
０未満のところでは、ロー論理であって、ＤＭＵＸ６６の入力端子Ｓ１に入力される。従
って、この実施の形態の比較器６３は、２つの論理ゲート素子で具現されることができる
。本実施形態におけるデータＩＣでは、階調が１２７以上の時には、高いプリチャージ電
圧(Ｖ－ＰＯＳまたはＶ－ＮＥＧ)でデータラインを充電させ、階調が１２７未満の時には
、低いチャージシェア電圧(Ｖ－Ｓｈａｒｅ)でデータラインを充電させることでデータＩ
Ｃの負荷を減らすこととなる。
【００３４】
　本発明の第３実施形態における比較器６３は、図１０に示されているように、２６加重
値のＤ６ビットと２７加重値のＤ７ビットとの論理積演算するＡＮＤゲートを含む。この
比較器６３のＡＮＤゲート出力は、階調が１９１以上の時には、ハイ論理であり、階調が
１９１未満の時には、ロー論理であって、ＤＭＵＸ６６の入力端子Ｓ１に入力される。従
って、本実施形態の比較器６３は、一つの論理ゲート素子で具現されることができる。本
実施形態におけるデータＩＣは、階調値が１９１以上の時には、高いプリチャージ電圧(
Ｖ－ＰＯＳまたはＶ－ＮＥＧ)でデータラインを充電させ、階調値が１９１未満の時には
、低いチャージシェア電圧(Ｖ－Ｓｈａｒｅ)でデータラインを充電させることでデータＩ
Ｃの熱負荷及び電力消費を減らすこととなる。
【００３５】
　本発明の第４実施形態における比較器６３は、図１１に示しているように、２６加重値
のＤ６ビットと２７加重値のＤ７ビットとを論理積する第１のＡＮＤゲートと、第１のＡ
ＮＤゲートの出力と２７加重値のＤ７ビットとを論理積演算する第２のＡＮＤゲートとを
含む。本実施形態で、比較器６３のＡＮＤゲート出力は、階調電圧が２２４以上の時には
、ハイ論理値であり、階調電圧が２２４未満の時には、ロー論理値であって、ＤＭＵＸ６
６の入力端子Ｓ１に入力される。従って、本実施形態の比較器６３は、２つの論理ゲート
素子で具現されることができる。本実施形態におけるデータＩＣは、階調値が２２４以上
の時には、高いプリチャージ電圧(Ｖ－ＰＯＳまたはＶ－ＮＥＧ)でデータラインを充電さ
せ、階調値が２２４未満の時には、低いチャージシェア電圧(Ｖ-Ｓｈａｒｅ)でデータラ
インを充電させることでデータＩＣの熱負荷及び電力消費を減らすこととなる。
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【００３６】
　デジタルデータが２５６の階調値(１１１１ １１１１)である態様では、比較器６３の
出力がハイ論理値となり、極性制御信号(ＰＯＬ)がハイ論理値である時、正極性プリチャ
ージ電圧(Ｖ－ＰＯＳ)で液晶表示パネルの第１データラインがプリチャージされる。第１
デジタルデータと隣接する第２デジタルデータが、第１デジタルデータと同様(１１１１ 
１１１１)であれば、極性制御信号のみ反転され、負極性プリチャージ電圧(Ｖ－ＮＥＧ)
で液晶表示パネルの第２データラインがプリチャージされる。第２デジタルデータと隣接
する第３デジタルデータと、その第３デジタルデータと隣接する第４デジタルデータとが
６３階調(００１１ １１１１)であれば。比較器６３の出力がロー論理値に反転され、チ
ャージシェア電圧(Ｖ－Ｓｈａｒｅ)で液晶表示パネルの第３及び第４データラインがプリ
チャージされる。
【００３７】
　図１２を参照すれば、本発明によるデータＩＣは、高電圧のデータ電圧が入力されると
、プリチャージ機能を使用し、相対的に低電圧のデータ電圧が入力される場合に、チャー
ジシェア機能を使用することで出力バッファーの全体電流消費を減少させ、データＩＣの
電力を無駄遣いすることなく温度を下げることができる。
【００３８】
　上述したように、本発明による液晶表示装置とその駆動方法は、階調データ値によって
プリチャージ電圧とチャージシェア電圧を選択的に使用することによって、データ集積回
路の動作温度を下げ、電力消費を減らすことができる。
【００３９】
　以上、説明した内容により、当業者であれば、本発明の技術思想を逸脱しない範囲内で
種々なる変更及び修正が可能であることが分かるだろう。従って、本発明の技術的範囲は
、明細書の詳細な説明に記載した内容に限定されるものではなく、特許請求の範囲により
定めなければならないだろう。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】液晶表示装置を概略的に示すブロック図である。
【図２】図１に示しているデータ駆動部を詳しく示すブロック図である。
【図３】出力バッファー内の内部抵抗と、その内部抵抗を通じて流れる電流を示す回路図
である。
【図４】外部プリチャージ電圧でデータラインをプリチャージするプリチャージ方式の一
例を示す波形図である。
【図５】チャージシェア電圧でデータラインをプリチャージするチャージシェア方式の一
例を示す波形図である。
【図６】本発明の液晶表示装置のアナログサンプリング装置を示す回路図である。
【図７】図６に示しているデマルチプレクサーを詳しく示す回路図である。
【図８】図６に示している比較器の第１実施形態を示す回路図である。
【図９】図６に示している比較器の第２実施形態を示す回路図である。
【図１０】図６に示している比較器の第３実施形態を示す回路図である。
【図１１】図６に示している比較器の第４実施形態を示す回路図である。
【図１２】液晶表示装置のデータ集積回路から出力される波形の一例を示す波形図である
。
【符号の説明】
【００４１】
１：タイミングコントローラ
２：液晶表示パネル
３：データ駆動部
４：ゲート駆動部
２１、６１：データレジスタ
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２２：シフトレジスタ
２３、２４、６２：ラッチ
２５、６４：デジタル／アナログ変換器
２６ａ、６５：出力バッファー
２７：ガンマ電圧供給部
６３：比較器
６６：デマルチプレクサー
ｐＴ、ｎＴ１、ｎＴ２、ｎＴ３：トランジスタ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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